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1. 粉粒体に直接⼤きな衝撃を与える。
タイマーと電磁弁とでセットされた空気制御装置により内蔵され
たエアシリンダーを定期的に膨張収縮させ粉粒体に直接衝撃を与
え、固定化した粉粒体分⼦間の⼒のバランスを崩します。

2. ホッパー壁⾯の傾斜角を変える。(図1)
エアシリンダーを膨張させることによりホッパー内で粉体に直接
接触しているダイヤフラムの傾斜角を強制的に変化させ、流れの
悪くなった粉粒体を排出させます。

3. 粉粒体にユサブリを与える。(図2)
ホッパー内に内蔵されるエアシリンダーは図2のように各々対象の
位置に設けてあり、ホッパーの中⼼でその振幅をとらえると、例
えば膨張時の直径300mmのエアシリンダーはストローク600mm
のユサブリを内容物に与えることになります。

4. ホッパー壁⾯が上下運動を繰り返します。(図3)
ホッパー壁⾯に沿って取付けられたダイヤフラムは内蔵するエアシ
リンダーの膨張収縮に伴い、上下運動を繰り返すことになります。
エアシリンダー収縮時には、下部に位置していたダイヤフラムのA
点(図3) は膨張に伴い、上部A'点に上がり、再び⾃然排気と粉体圧
とによりエアシリンダーが収縮するのに伴いA'点からA点に戻ると
いう上下運動を繰り返します。
(オプション: 強制排気装置)

5. 既設ホッパーの形状に適う設計を致します。
あらゆる形状のホッパーに取付けが可能なため既設のホッバーを
⼤幅に改造する必要がありません。

6. ⾳が⼩さい。(標準 80dB)
パイロット式電磁弁やサイレンサーを取付けることによって20~ 
30dBにすることができます。各種振動を基本とした他の機器と異
なり、全て空気を利⽤した作動ですので、騒⾳は全くなく現場の

環境を著しく改善します。また無振なのでホッパーが疲労して破
損するということもありません。

7. 粉粒体に直接空気が接触しない。
空気はエアシリンダーの中に⼊るのみで空気中の⽔分や油等が粉
体に混⼊することはありません。

8. 消費電⼒が⼩さい。
使⽤電源 100V~200V(50Hz,60Hz)

9. 保守管理が容易です。
現場における⼿動運転、ダンバーあるいはコンペアと連動させた
⾃動運転、粉⾯計と連動させた各種の運転等ができ、ホッパー
の保守管理は極めて容易になります。ダイヤフラム並びにエアシ
リンダーは内容物またはホッパー壁との摩擦に対して、摩耗強度
が最も優れた合成ゴム配合を選定しております。

特性と特徴

アーチブレーカーは代表的なブリッジ防⽌装置として鉱⽯粉、⽯灰粉、穀粉等、粉粒体業界の広い分野で好評を戴き、数

多くの実績を有する製品です。

アーチブレーカーは貯留タンク (ホッパー)内の粉粒体に発⽣する「居つき」、「ブリッジ現象」、「ラットホール」等、

種々のトラブルを防⽌、解消し粉粒体の排出を容易かつ完全に⾏い、⾼能率の作業性が得られます。

ホッパー並びにホッパーに連結した計量関係の⾃動化、省⼒化によるコストダウンと労働安全衛⽣⾯にお役⽴て下さい。

設計仕様

このカタログの内容及び数値等に関しては、予告なく変更することがあります。製品の取扱については、取扱説明書をよく読んでご

使⽤ください。なお、ご不明な点がありましたら、下記連絡先まで問い合わせください。

製品設計について

ホッパー等の設備の図⾯を戴き、当該ホッパー形状、サイズに適⽤する構造図を作成いたします。(受注確定後)

なおご提供戴きました図⾯、データ等は守秘義務の遵守をいたします。

引布加⼯品事業部 営業部

 〒141-0031 東京都品川区⻄五反⽥8-4-13

 五反⽥JPビルディング 4F

 TEL:03-5747-9230 FAX:03-5747-9218

 https://www.fujikuracomposites.com/

制御装置並びに給排気装置の基本構造

材料：ホッパー貯蔵量、接触する粉粒体の化学特

          性などにより適切な材料を選定いたします。

構成：ダイヤフラム、エアシリンダー、制御装置、 

          給排気装置、取付板、ボルト組、配管材料

⼱

⾼サ

奥⾏

⼱

⾼サ

奥⾏

450

600

250

550

700

250

壁  掛  型

ポスト型

簡  易  型
壁  掛  型

ポスト型

簡  易  型

⾃動・⼿動兼⽤型

⼿動可能型

⾃動・⼿動兼⽤型

⼿動可能型

屋外

屋内

があります。

  使⽤空気圧：

    0.07〜0.1MPa
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